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40年前の秋
専修大学法科大学院教授　寺 島 秀 昭
　毎年９月，研究室のドアがノックされます。ある者は満面の笑みで合格の報告，
一方で悔しさを体一杯にため込んで捲土重来をきす者，そして清々しく新しい道へ
の転進について話してくれる者……教員にとって，嬉しくもあり，切なくもあり。
発表後，しばらくは複雑な心持ち，そんな毎日が続きます。
　そして，一人切りになった研究室で，丁度40年前，法務省の掲示板で自分の名前
を確認した時のあの気持ちがふと蘇ります。大きな喜びに胸おどらせる反面，「ほ
うっ。」とため息が出るような安心感というより虚脱感に包まれた自分。あの感覚
も特別なものでした。
　私は弁護士になるため，京都の公立高校から中央大学法学部に入学しました。大
学紛争が一段落した昭和45（1970）年のことです。
　その秋に司法試験合格志望者を集めた研究室の１つに入室を許可されてから，卒
業２年目の昭和50（1975）年までの５年間が私の受験時代です。
　大学１，２年生の頃は，独特の論理性を持つ法律学そのものが大変新鮮で，毎日，
毎日，基本書や判例集を机にかじりついて読んでいました。一人前の顔をして同期
の学生に議論をふっかけたり，先輩に質問するのが楽しくて仕方がなかった頃です。
そんな時，どうしても理解しづらい箇所があり，一人の優秀な先輩に思い切って質
問しました。その先輩には初めての質問であったと思います。
　私（大学１年生）　「○○さん。この説のここの所はどういう意味なんでしょうか。」
　先輩（大学４年生）　「寺島。なぜそんなことを質問するんだい。基本書に『……』
というように説明してあるじゃないか。」
　私　「でも。この説は『……』と批判されており，私は『……』という点で誤っ
ていると思うのですが。」
　先輩　「そういう批判があるのなら，そう理解すればいい。でも問題が出たとき，
その説を書くの？」
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　私　「いえ。少数説ですので書くつもりはないのですが。」
　先輩　「じゃあ。議論はそこまで。迷路に入っても仕方ない。書くつもりのない
見解に立ち入っても仕方ない。」
　私　「……。」
　大きな声で，基本書にも書いていないことを長々と議論する先輩の多かった中，
その先輩の答はなぜか新鮮に響きました。そうなんです。司法試験合格を目指した
んだから，そのための力をつける必要があるんです。別の機会に，その先輩は次の
ようなことも話してくれました。
　先輩　「寺島。サブノート作っているか。」
　私　「いいえ。時間かかるでしょう。だから……。大事だと思う所は教科書に線
引っ張ってますから。」
　先輩　「試験（論文）は文章を書くんだぞ。線引っ張ってすむ話じゃない。」
　私　「……。」
　先輩は自分のサブノートを見せてくれました。一論点ごと着脱式のバインダにと
じられたＡ４の用紙１枚に10〜20行くらいで要点がまとめられていました。論点に
よっては５行以内のものもあります。
　先輩　「教科書を読んでいくと，サブノートが段々厚くなって達成感が出てくる。
時間をかけすぎない程度のものを，本を読みながら作る必要があるよ。不十分
でもいい。次に読むときに書き加えていけばいいんだから。」
　なるほど，基本書を何度も読むことは必要かもしれませんが，先輩のようにサブ
ノートをつけながら読むと知識がそのたびに整理され，上積みされていくように思
いました。だからこそ普通のノートでは駄目で，着脱式のバインダを使っているの
ですね……。このような勉強法をとることで，私は短答式や論文の力を相当アップ
することができたように思います。
　しかし，次に来たのは勉強のマンネリ，中だるみの時期でした。一応すべての科
目に目が通せ，毎年秋から５月の短答式試験直前まで毎週日曜日に実施される答案
練習会でも相当上位の成績が取れるようになった３年生の後半，とりわけ４年生に
なってから，何となく集中力が途切れてきました。
　受験は研究ではありません。何度も同じ箇所を勉強します。もともと飽きっぽく
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勉強嫌いで，その上自分の力を過信するようになっていた私は，適当なところで勉
強を切り上げる変なコツを覚えてしまったようです。もっと論点を自分の頭で考え
れば新しい視点も見つかり，また実力を向上させることもできたのでしょうが……。
周囲も答案練習会で結構いい成績をとる私に一目を置き，何も言ってくれません。
あの先輩は合格して研究室にはもういませんでした。
　その結果，４年生は論文式で不合格，今度こそと思って受けた卒業の年は短答式
であっさり振られる結果となったのです。とりわけ49年の不合格はショックでした。
法務省の掲示板に自分の番号のないことを確認した後，暗くなった皇居の周りをト
ボトボ歩きました。わざわざ東京に出てきて勉強した結果がこれです。あ〜間違い
は，将来の志望，大学の選択……後悔が次から次へと押し寄せてきます。
　しばらくして研究室に顔を出しました。みんな遠慮して試験のことにふれません。
そんなときです。一年下の優秀な後輩がつかつかと寄ってきて言いました。
　後輩（大学４年生）　「何やってんの寺島さん。しっかりしてよ。」
　私　「ああ。そうだよな。」
　この一言にどんなに救われたでしょう。そうです。ここまでやってきて後へは引
けません。
　ここでもう開き直りました。後１年，来年は必ず合格しよう。そしてどんな結果
が出るにせよ，とにかく自分の頭で考えようと思ったのです。ヤマを張れば外れる
ことがあります。どんな問題が出ても対応できて，合格答案を作成できる。そのた
めには，基本的知識を今まで以上に頭に叩き込み，その基本的知識を応用して，自
分の頭で考えた結果を答案にすることです。これならどんな問題が出てもOK です。
基本書や基本判例を読んでも，その後でこれを答案にどう表すか，頭の中で反芻す
るようにしました。論点を意識し，論文構成を頭の中でして，うまく出来ないとこ
ろを基本書や基本判例，従前から作成していたサブノートを読み返し，知識を定着
させるようにしました。これを何度も繰り返し……繰り返し……。こうすると，穴
がなくなっていき，どんな問題にも落ち着いて対応出来るようになったと思います。
もちろん，答案練習会や仲間たちとのゼミで答案を何通も書きました。
　そしてようやく50年秋の法務省の掲示板に私の名前を確認することができたので
す。今と違って470人程の合格者でした。私の方法でも，運が悪ければいい結果が
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出たとは限りません。でも，頑張らなければ運もつかめなかったのだろうと思いま
す。
　専大前の交差点を月の光が照らしています。今，静まりかえった８号館の校舎に
は，研究室で明日の講義の準備をしている私，そしてキャレルで判例を分析，評価
している学生達がいます。共に頑張りましょう。共に喜び合える日がくることを
……。
